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欧
州
の
社
会
的
経
済
や
連
帯
経
済
の
可
能
性
に
つ
い
て
話
し
合
う
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム

（
日
本
Ｎ
Ｐ
Ｏ
学
会
主
催
）
が
都
内
で
あ
り
、
社
会
的
目
的
を
持
つ
事
業

体

・
社
会
的
企
業
の
多
様
な
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
論
議
が
交
わ
さ
れ
た
。
特
に

経
済
の
民
主
化
と
市
民
参
加
を
促
‐す
連
帯
経
済
の
考
え
は
、
東
日
本
大
震
災
後

の
日
本
の
市
民
社
会
と
被
災
地
の
地
域
経
済
復
興
の
方
向
性
を
示
す
も
の
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
（編
集
委
員

・
土
田
修
）

ず蠣欧州で多彩な展開

冒
頭
、
欧
州
社
会
的
企

業
研
究
ネ

ツ
ト

ワ
ー
ク

（
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
）
の
創
設
メ

ン
バ
ー
、
マ
ル
ト
ウ

。
二

ッ
セ

ン
ス
氏
が
基
調
講

！
演
。
エ
ッ
セ
ン
ス
氏
に
よ

れ
ば
、
欧
州
で
は

一
九
七

〇
～
八
〇
年
代
に
構
造
的

不
況
が
進
展
し
、
長
期
失

業
者
や
難
民
、
移
民
な
ど

社
会
か
ら
排
除
さ
れ
た
人

た
ち
の
問
題
が
顕
在
化
し

た
。
こ
れ
に
対
し
、
協
同

組
合
や
ア
ソ
シ
エ
ー
シ
ョ

ン
、
互
助
組
合
な
ど
営
利

を
目
的
と
し
な
い
社
会
的

経
済

の
事
業
体
が
登
場

じ
へ
生

活
、
環

境
台
福

祉
、
貧
困
な
ど
き
ま
ざ
ま

，
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

て
き
た
。
　
一

九
〇
年
代
以
降
ハ
イ
タ
‐

リ
ア
や
ス
ベ
イ
ン
、
ギ
リ

シ
ヤ
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
で

相
次
い
で
協
同
組
合
関
係

・法
が
整
備
さ
れ
、
在
宅
サ

―
ビ
ス
や
児
童
保
育
な
ど

日
常
生
活
か
ら
文
化
ま
で

幅
広
い
分
野
の
社
会
的
企

業
を
推
進
す
る
公
共
政
策

が
採
ら
れ
て
き
た
。

九
七
年
に
活
動
を
開
始

し
た
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｓ
は
社
会
的

企
業
の
三
本
柱
を
①
経
済

的
プ

ロ
ジ

エ
ク
ト
②
社
会

的
目
的
③
参
加
型
ガ
バ
ナ

ン

ス

（
意

思

決

定
、

統

治
）
―
と
位
置
付
け
る
。

エ
ッ
セ
ン
ス
氏
は

「
株
主

の
権
利
を
制
限
し
、
利
潤

分
配
を
制
約
す
る
こ
と
に

社
会
的
企
業
の
特
性
が
あ

る
。
社
会
的
使
命
の
達
成

を
保
証
す
る
に
は
社
会
的

企
業
家
に
よ
る
民
主
的
で

参
加
型
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
構

造
が
重
要
に
な
る
」
と
指

摘
し
た
。

，　
　
　
，

続
く
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ

ツ
シ

ヨ
ン
で
、
北
島
健

一
・

・立
教
大
教
授
は
「
九
〇
年

代
以
降
（
桐
本
で
（
失
業
や

被
災
地
復
興
の
道
し
る
べ
も

「
連
帯
経
済
」

社
会
連
帯
を

基
盤
に
し
た
新

し
い
社
会

的
経
済
モ
デ

ル
。
９０
年
代
に
フ
ラ
ン
ス

の
研
究
者
が
提
唱
し
、
経

済
と
社
会
と
の
関
係
の
中

で
社
会
的
企
業
を
広
く
位

置
づ
け
よ
う
と
し
た
。
担

い
手
は
、
互
酬
性
に
基
づ

く
協
同
組
合
、
非
営
利
組

非

正
規
労
働
な
ど
】
屋
用

ぜ

い
じ

や
く

の
脆
弱
化
が
進
ん
で
い
る

が
、
市
場
原
理
主
義

に
よ

っ
て
功
利
主
義
や
個
人
主

義
が
助
長
さ
れ
、
人

と
人

を
結
ぶ
社
会
関
係
が
希
薄

に
な

っ
て
き
亀

連
帯
経

済
の
議
論
は
互
酬
や
社
会

参
加
の
重
要
性
を
強
調
す

る

こ
と
で
、
経
済
と
社
会

の
新
し
い
あ
り
方
を
提
起

し
て
い
る
」
と
話
し
た
。

．
韓
国
の
鎧
選
稲

”
漢
防
，

大
教
授
は

「
社
会
的
経
済

が
効
果
的
に
連
携
し
相
互

に
友

好

的

な

市

場
、

資

本
、
人
員
を
形
成
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
韓
国
で

は
協
同
組
合
や
社
会
的
企

業
育
成
に
関
す
る
法
律
が

整
備
さ
れ
て
い
る
が
、
社

織
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
な

ど
。
新
自
百
主
義
グ
ロ
ー

バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
市
場

原
理
主
義
を
批
判
す
る
月

刊
紙
ル

・
モ
ン
ド

・
デ
ィ

プ
ロ
マ
テ
ィ
ー
ク
や
世
界

社
会
フ
オ
ー
ラ
ム
で
も
取

り
上
げ
ら
れ
た
。
ジ
ャ
ン

＝
ル
イ

・
ラ
ヴ
ィ
ル

「連

帯
経
済
」

（生
活
書
院
）

参
照
。
　

・

会
的
企
業
家
の
能
力
と
活

動
家
の
資
質
を
持

っ
た
若

者
の
育
成
が
課
題
だ
」
と

強
調
し
た
。

司
会
盗
務
め
た
今
村
肇

一
東
洋
大
教
授
は

「
こ
れ

ま

で
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ
Ｏ

の
範
疇
を
超
え
た
非
営
利

・協
同
・
連
帯
組
織

へ
の
広

が
り
を
視
野

に
、
日
本

に

お
け
る
市
民
社
会

の
『
つ

な
が
り
』
を
『連
帯
』
の
可

能
性
を

一
検
討
で
き
た
。
〈
７

後
、
多
様
な
社
会
的
企
業

モ
デ
ル
が
『市
民
の
公
益
』

サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
に
な

る
に
は
、
政
府
も
合
め
て

組
織
の
壁
を
超
え
た
水
平

的
連
帯
の
実
現
と
人
材
育

成
が
大
切
だ
」
と
コ
メ
ン

ト
し
て
い
る
。

熙


